
　それは通路と呼ばれるものなのだろうか。

それとも、回廊の役割を果たすものとしてそこにあるのだろうか。 

それはこちらとあちらの橋渡しとして、人々の往来を日々支障なく、

そして正しいあり方でもってその役割を全うしている。

　ところで、その回廊を渡った先に広がる景色を夢見ていると、

そもそもその景色は、こちら側から眺められたものなのだろうか、

それともあちら側のそれなのか？ それともあちら側のそれなのか？ 

　いつのまにか頭の中に出来上がったその景色の正体を確かめようと、

急ぎ足で件の回廊へ向かうのだった。
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